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　10月26日、浦添市民体育館で「第15回浦添市車い
すふれあいサッカー大会」が開催されました。
　この大会は、障がい者スポーツへの理解・振興等を
図ることを目的として実施されています。
　今回初めて参加した小学6年生福里大治朗君は、
「日常で車いす生活を送っている方は、スピードが速
く、すごく上手だった。初めての車いす操作は難し
かったけど、日頃体験することのない車いすサッカー
でたくさんの人と交流ができて楽しかった」と声を弾
ませていました。

　11月3日文化の日に、うらおそい歴史ガイド友
の会による「歴史ロマン街道～尚寧王の道をたど
る～」が行われました。当日集まった200人以上の
参加者は、浦添グスクから首里城に向かう、尚寧王
の命によって改修されたかつての街道を散策しな
がら、文化財について学びました。
　家族3世代で参加した市民は、「私は足腰を鍛え
るため、息子は来年のてだこウォークに向けて、孫
は歴史の建物を見たいから」とそれぞれ目的を
持って楽しんでいる様子でした。

　11月9日、市民、事業者、市民団体および行政が
「協働」で行う清掃活動「第13回牧港川クリーンアッ
プ作戦」が実施されました。
　今年は352人の協力者が集まり、牧港川上流の草
刈やごみ拾い、花壇の整備などに取り組みました。
２時間程の清掃活動でたくさんの草木やごみを収集
しました。参加者は作業後の川を見ながら、「また今
年もきれいになって嬉しい」と満足そうに話していま
した。

活かそう大事な資源！
　　　　　みんなで楽しくリサイクル

10/26（日）浦添グスクから首里城までを散策11/3（月） 地域の川は地域できれいに11/9（日）

10/19（日）みんなで考えよう！西海岸の未来

車いすふれあいサッカーで熱戦！ 

子どもたちが作った地域安全マップで受賞 10/22（水）
　10月19日、浦添市リサイクルプラザで｢第11回
わくわくリサイクルまつり｣が開催されました。
　わくわくリサイクルまつりは地球温暖化等の環
境問題を解決するために、市民１人ひとりがごみの
減量化や資源化・省資源・省エネルギーのライフス
タイルを見直し、人と環境にやさしい浦添の街づ
くりを目指しています。
　来場者はフリーマーケットやエコな物作りコー
ナーなどを楽しんでいました。

　10月22日、浦添市てだこホールで、西海岸開発
事業に係る意見交換会が開催されました。
　当日、会場には約300人の市民が来場し、参加
者からは「キンザーと西海岸を一体的に開発して
ほしい」「まずは直接自分の目で、現在の西海岸を
見に行くことから始めてみてはどうか」「ビーチを
西向きにつくってはどうか」「子どもたちの教育の
場として環境にも配慮した開発を行ってほしい」
など様々な意見が飛び交いました。

10/4（土）
　第8回県子ども地域安全マップコンテストで、若
草児童センター(ニコニコ少女探検隊)が県教育長賞
を受賞、宮城ヶ原児童センター(はらっぱきっず)は
入賞を果たしました。
　マップ作りに参加した宮城ヶ原児童センターの
島田美里さん(小３)は「細い道や暗い道もあること
がわかった。危険な道はなるべく歩かないように
します。また、子ども110番もたくさんあって安心
しました」と感想を述べました。

プロから学ぶ 花と緑の育て方10/25（土）
　10月25日、花と緑に対する理解を深めることを
目的とした「第１回てだこパークフェスタ」が浦添
運動公園で開催され、訪れた市民は樹木剪定体験
や、ハーブの育て方や活かし方などを学びました。
　造園技術者と参加者が一緒になって見本庭園を
つくる庭造り体験では、実際に２～３坪の土地を使
い、和風・洋風の庭造りを行いました。市民が造っ
た２種類の庭は、来年2月まで浦添運動公園内で展
示されています。

 


